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はじめに

シジュウカラ Parusmajor minor Teminck & Schlegelは日本全国に分布する留鳥であり， 自然教

育園でも毎年数多くの個体が繁殖している。園内では 2月頃からさえずりが始まり ，同時になわばり

を作り， 3月には繁殖を開始する。巣は主に木の樹桐に作り ，内部にはシュロの毛やビニールひも，

綿などを使用している。園内ではハシブトガラスが多く，メジロなどではハシプトガラスによる捕食

が多く見られるが．シジュウカラの場合樹木の中に営巣するためカラスからの捕食は少ないようであ

る。

シジュウカラは年2回繁殖をすることがあり， 自然教育園でも 2回目の繁殖をするつがいが観察さ

れている。

1. 調査方法

本調査では早朝園内を歩いて行い．シジュウカラのさえずっている場所や行動（威嚇や争いなど）

を地図上に記録し，それを1999年3月から 5月の間繰り返した。

記録をすべて合わせそのなわばりを検討したが，基本は4月後半のものをなわばり分布図とした。

ほかの期間の記録は，基本図にない場所になわばりを作っている場合，それに付け加えるために使用

した。さえずりの中にはなわばりが決まる前に暫定的に宣言するものがあり同じ場所で複数回記録

できなかったものは除外した。また調査期間が長いので甚本図からややずれたものなどはなわばり

の変化とみなし除外した。

2. 考察

同様の調査が昭和36年 (1961年），昭和45年 (1970年），昭和51年 (1976年）にそれぞれ行われて

おり，今回の調査と比較を行った（図 1)。
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昭和36年では37つがいのなわばりが確認されたが，昭和45年には本園西側に高速道路ができ，22つ

がいと減少した。昭和51年の調査では高速道路のある環境に順応したのか，43つがいと増え，昭和36

年の状態よりもかなり密度が高くなっていることが分かった。

今回の平成11年の調査では， 55つがいとさらに増加が見られた。しかし， これは本園の外部に巣が

あり，本園の縁をかすかに餌場に使っている個体も含めたためで，巣が園外にあると思われた ものを

除くと48つがいとなる。なわばりの大きさも昭和51年の結果と大きな変化は見られなかった。

なお，調査期間内のなわばりの変化を以下に述べる。

2月下旬から園内でさえずりが聞こえるようになるが， 3月に入ると水辺が近い林縁を優先してな

わばりができ始める。その後 3月後半まで15程度のなわばりができるが， 4月にはいるとその数は急

激に増加する。徐々に園内すべてになわばりができその広さは園の中心部ほどせまく，外周はど広

い傾向が見られた。なお，森の小道に沿う小川や水生植物園などの広い開放面ではさえずりが聞かれ

ることはあるものの，様々な個体が入り乱れており，安定したなわばりはできなかった。その結果，

共同の餌場や水浴び場になっているようであった。

5月に入ると雛が巣立ちをする巣が現れ始め，徐々になわばりは減っていく 。2度目の繁殖に入っ

た巣では再びなわばりの防衛が見られるようになるが，すべての巣で 2度目の繁殖をするわけではな

いようであった。

まとめ

自然教育園内のシジュウカラのなわばりは，環境の変化やシジュウカラの適応によって大きな変動

が見られてきたが，今回の調査ではやや密度が高くなったものの，昭和51年の調査と大きくは変わら

なかった。昭和51年当時からは植生は変化しているものの，周囲の大きな環境変化はみられない。餌

となる昆虫なども今なお豊富で， シジュウカラの繁殖状況は現在比較的安定しているものと思われた。

ただし周辺の状況によってまたいつ変動するか予測は難しい。今後も定期的に同様な調査が行われる

ことが重要であろう。
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写真 1 巣穴から雛の糞を運び出すシジュウカラ

写真2 2001年にシジュウカラが営巣したアカメガシワの樹洞
（中央の割れ目）
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